
 
 

 

 

建築学域志望者への注意（2027 年度） 

 
１．専門科目（一）について 

専門科目(一)の試験では、次表 の A1 から E1 の 5 グループからそれぞれ 2 問ずつ、合計 
10 問が出題されます。 
 
 

グループ 出 題 分 野 
     A1   構造力学、  建築構造学* 
     B1   建築材料学、 建築構法・生産学 
     C1   建築環境学、 建築環境システム 
     D1   建築計画学、 都市計画学 
     E1   建築史学、  建築意匠・設計学 

* 鉄骨造、ＲＣ造、木造、振動学を出題範囲とする。 
 
２．専門科目（二）について 

専門科目（二）として「建築設計」あるいは表 2 の A2 から E2 のグループのうちの 1 つ 
の出題分野の筆記試験を選択できます。 
 
（注記）下表は各グループに対応する出題分野を示す。出題分野が複数のキーワードで示されている
グループは、その全体が１つの出題分野である。（「建築設計」あるいは下表の「A2」「B2」「C2」
「D2」「E2」のグループから 1 つを選択する。） 

 
グループ 出 題 分 野 

     A2   構造力学、  建築構造学* 
     B2   建築材料学、 建築構法・生産学 
     C2   建築環境学、 建築環境システム 
     D2   建築計画学、 都市計画学 
     E2   建築史学 

* 鉄骨造、ＲＣ造、木造、振動学を出題範囲とする。 
 
「建築設計」では、ポートフォリオ（A2版クリアファイル 20 頁程度、共同での作品は 2点までと
し、ポートフォリオ内に明記しておくこと。）を用いた口頭試問を含む試験を行うので、試験時に
ポートフォリオを持参してください。 

 
 
 
 

※建築学域 博士前期課程の受験を検討されている方は、赤字の注記を募集要項とあわせてご確認ください。 
なお、本注記は募集要項の内容や出題方式を変更するものではなく、記載事項の趣旨をより明確にすること
を目的としたものです。 



 
 

３．研究計画書について 

 建築学域を志望する者は、研究計画書（本研究科様式）を出願手続時に提出する必要があります。 
① 専門科目（二）の欄では、希望する指導教員と相談のうえ、「建築設計」あるいは A2 から E2の

出題分野の中から 1 つに○をつけてください。出願以降に変更することはできません。 
② 研究計画の欄には、あなたが博士前期課程において探究したい課題の内容と探究方法を記入し

てください。形式は自由とします。記入に当たっては、希望する指導教員に事前に連絡を取り
充分に相談してください。ただし、研究計画書の作成に教員は関与しません。 

 研究計画の内容によっては指導の都合上受け入れられないこともあります。面接では研究計画書の
内容についても審査します。 
 
４．その他の注意事項 

募集人員は、原則として、各指導教員５名程度とします。 

 
 
 


